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１．会長挨拶１．会長挨拶１．会長挨拶１．会長挨拶    

蒔かぬ種は蒔かぬ種は蒔かぬ種は蒔かぬ種は,,,,はえぬはえぬはえぬはえぬ    

・・・ドイツサロンから学んでいること・・・ 

                          会長 鈴木克彬 

 

ぐんま日独協会は、毎月第一土曜日の午後、高崎にあるドイツ ロンネフェルト紅茶

店“陶豆屋のロビー”をお借りして、『ドイツサロン』という“ティーサロン”を開催

しています。 

 

当日は、関係者のご好意を得て、在日中のドイツ人を東京から迎え、テーマを決め、

日独の関心事、発想の違い等、諸々のことを日本語、ドイツ語を混じえ、話し合いま

す。参加者は、仕事や留学等でドイツに在住された後帰国された方、これから仕事・

留学・旅行等でドイツ行きを予定している人等々です。思いやテーマはさまざまです

が、共通点は、『ドイツに関心が有り、またドイツが好き』ということです。参加者は

常時３０～４０名程で、その盛り上がりは、時には時間を忘れるほど盛況です。 

 

改めて考えてみると、このサロンの誕生は、過去４回隔年で実施している『ドイツ

フェスティバル ｉｎ ぐんま』というイベントから派生したものであり、若手クラス

の入会にもつながっています〔サロンのスタートは 2007 年 8 月〕。 

 

好評で継続している企画や、一回限りで終わった企画等はケースバイケースとして

も、今後とも“トライすることの大切さ”“種蒔きを果敢に行うこと”を教訓として、

会員皆さんの協力を得て、意義ある行事を一歩一歩進めていきたいと思います。 

 

 

２２２２．．．．ぐんま日独協会ぐんま日独協会ぐんま日独協会ぐんま日独協会    平成２４年度総会平成２４年度総会平成２４年度総会平成２４年度総会概要概要概要概要報告報告報告報告    

    

平成２４年４月２８日に当協会定期総会が、県庁昭和庁舎にて開催され議案４件が

提案どおり承認されました。詳細はすでに会員宛に送付されている通りです。 

 

総会後、当協会会員の南和友 北関東循環器病院院長による「ドイツで３０年、外科

医療にたずさわって・・・ 日本とドイツの医療の違い ・・・」と題した講演があり

ました。日独の医療現場の違いを自らの体験をもとに分かりやすく語っていただきま

した。ドイツ心臓外科医の年間執刀件数が日本より一桁以上多いこと、専門医と家庭

医の使い分けの仕組み、そして日本では医療施設の数が多く特に高額医療器械や高度

専門医などが分散してしまっていることなどなど、非常に示唆に富んだ内容でした。

この講演は一般にも公開され、地元の上毛新聞でも取り上げられました。 
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３３３３．．．．「ぐんま日独協会「ぐんま日独協会「ぐんま日独協会「ぐんま日独協会    ドイツ音楽サロンドイツ音楽サロンドイツ音楽サロンドイツ音楽サロン in in in in 軽井沢」軽井沢」軽井沢」軽井沢」（松原千津子 記） 

 

 去る 7 月 7 日(土)、ホテルグリーンプラザ軽井沢のプレジールにおいて、ぐんま日

独協会主催の「ドイツ音楽サロン in 軽井沢」が開催された。 

 元々、ぐんま日独協会員のメンバーの中にはドイツ等に音楽留学の経験を持つエリ

ートも数多く、優秀な人材が揃っていた。昨年、当協会主催の第４回ドイツフェステ

ィバルにおいて日独交流 150 周年記念の音楽イベントを群馬県庁で行ったことを契機

に、是非ぐんま日独協会員によるサロン的な音楽会を開催したいと考えたのが、実現

したと言うわけである。 

 音楽会は、午後１時より鈴木克彬 当協会会長の挨拶で始まり、来賓の木村敬三 全

国日独協会連合会会長代行（元駐独大使）や熊川 嬬恋村村長からも挨拶をいただいた。 

  
 

 

第一部 

第一奏者は「ケルツェンリヒト」というグ

ループ名の島村敦子さん・芙美江さん・和香

江さん親娘による、ヘルマンハープを中心と

した演奏だった。ヘルマンハープとは？ 初

めて耳にした方も多いかと思うが、その名前

の由来はドイツの農場主ヘルマン・フォー氏 

が、ダウン症の愛する我が子アンドレアの為に長い年月工夫を重ねて開発した楽器

である。形は小型のハープだが、楽譜は黒や白の実線や点線で書かれており、それ

を弦と表板の間に差し込んで演奏する。そのハープから醸し出されたヨハン・パッ

ヘルベルのカノンは、スローテンポでありながら静まりかえった会場の観客を天上

に導くかの如く、心地好い音色だった。また、母親の敦子さんが話してくれたドイ

ツの昔話の「お婆さんの家」も大変興味深かった（内容は省略）。こんなに素敵な演

奏をしてくれた島村さんだったが、時間が足りなく練習不足だったと、ふと洩らし

ていた。 

 

 第二奏者はピアノの澤田まゆみさんだった。 

澤田さんは、シューマンがかつて一つ一つの音を 

アルファベットに代えて、暗号の如く曲を作って 

いた事を説明してくれた。そのシューマンの曲を 

来賓の挨拶をされる木村敬三連合会会長代行（左の写真）と熊川嬬恋村村長 
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澤田さんは、力強く情熱的に演奏した。その瞬間、聴いている誰もが心を激しく揺

さぶられ、まさに澤田さんとピアノが一体となって、澤田さんがシューマンになり、

シューマンが澤田さんでもあるかのような錯覚に陥った。このサロンを企画した澤

田さんは、演奏家とオーディエンスの距離感を無くして、音楽について熱く語り合

う時間をもう少し確保したかった、と話していた。 

 

 続いて第三奏者は、頌彦守真（うたさともりみ）

さんのソプラノと増田勝美さんのピアノによるオ

ペラだった。頌彦さんのドイツ語のオペラは、余り

の迫力に聴いている者が圧倒された。張りのある声

量とその美声はパーフェクトの発音。誰もがその魅

力に引きずられていった。そして、そのソプラノに 

合わせて増田さんのピアノが絶妙なタイミングで音を奏でていた。特にシューマン

の大人の恋の歌が切なくもあり、献身的にも聴こえていた。そして、そのシューマ

ンの妻であるクララ・シューマンの曲は、まさに春の歌で心が弾む、カンタビーレ

そのもの！ 小鳥がさえずり、庭には花が咲きみだれるような気持ちがワクワクする

曲であった。頌彦さんは、今回の音楽会でドイツ語とドイツ文化に触れ、若い頃を

思い出したと言う。そして、これからもドイツ文化に携わっていきたいと話された。 

 

休憩（tea time） 

 

第二部 

 第二部の第一奏者は、指笛の長井宏之さんだ。指

笛とはその名の通り手の指を使って音を出すわけだ

が、主に小指を曲げて音を作り出す。何の楽器も使

わないで、素晴らしくはっきりとした曲が奏でられ

るのを間近に観ていると、まるで魔法のようだった。

「野ばら」と言ったらシューベルトを思い浮かべる

が、長井さんの演奏された曲はヴェルナーの「野ば

ら」だった。この曲は、シューベルトから 14 年遅

れて作られたそうだ。シューベルトに比べたら、音

が心なしか軽やかに聴こえた。指笛は、最初の音を 

出せるまでが大変な苦労との闘いだそうだ。それを曲に作り上げるまでの努力と技術

力には、驚かされた。最初のピーという音が出せるようになれば、全体の 3 分の 1 は

完成したようなものと、江戸家猫八の話を例にして、長井さんは語ってくれた。 

 

 次に演奏してくれたのは、山本すぎなさんのアルトと小田原由美さんのヴィオラ、

それに立川統子さんのピアノによるブラームスの曲だった。この曲はいかにも一昔前

のセピア色がかった懐かしい映画の中に入り込んでしまいそうな歌で、山本さんの尊

いアルトの歌声と、それに合わせた小田原さんのヴィオラと立川さんのピアノが絶妙 
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なハーモニーを醸し出していた。

とても一言では言い表せない崇

高な芸術の世界に魅せられた。母

が子供を想いやる情熱を感じる

子守唄は、いかにもブラームス独

特の曲の流れと力強さを感じた。

ピアノの立川さんが話してくれ

た、ドイツでのブラームス館での

エピソードも面白かった。 

 

 そして、最後のトリを飾ったのは、我がぐんま日独協会の会長夫妻だった。チロル

とバイエルン地方の Tanz であった。最初に踊られたのは、ブランデースヴァルツァー 

（スイス）で、舞踏会や社交界で踊られるような

とても上品なダンスであった。その後に皆に観せ

てくれたのは、50 年間手を繋ぎ連れ添ったオシド

リ夫妻だからこそ出来る技術を要する知恵の輪み

たいに目を惑わす、ちょっと不思議なダンスだっ

た。オルゴールの上を踊る人形みたいで、観客を

和ませてくれるウィンナーワルツになっていた。

バイエルンタンツは、力強くステップにリズム感

があって気持ち良かった。最後には、会長が奥様

をリフトアップして、皆をあっと言わせた。会長

いわく、リフトは力ではなくタイミングが問題だ

そうだ。これも夫妻ならではの息の合ったペアだ

からこそ出来るのであろう。外は、あいにくの雨

だったが、この音楽会では織姫と彦星は一緒にダ

ンスを楽しめたようだ。 

 

 ３時間にわたる「ドイツ音楽サロン in 軽井沢」は、對馬副会長の挨拶で幕を閉じ

た。観客はもちろんの事、演奏者などからも今回の音楽会の開催に感謝したいと言う

声が多かった。是非、次回も近いうちに開催して欲しいと思った。また、早朝からピ

アノの調律をしてくれた吉田博文さん（*註参照）の陰の働きも大であった。 

 

 尚、今回の音楽会にあたりご協力頂いたホテルグリーンプラザ軽井沢のスタッフの

皆さんにも感謝したい。本当に日頃の雑音を忘れられた素晴らしい一日だった。 

 

（*事務局註：ページ 13 に吉田博文会員の２８年間のドイツ生活についてのインタビュー記事が掲

載されています。） 
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４４４４．．．．関東甲信越若手の合宿を終えて関東甲信越若手の合宿を終えて関東甲信越若手の合宿を終えて関東甲信越若手の合宿を終えて（長谷川早苗 記、写真：成田美和・高野誠） 

 

 ７月１４・１５日の二日間、国立赤城青少年交

流の家にて４０歳くらいまでの会員を対象とした

合宿が行われました。群馬、東京、千葉、長野か

ら、日本人１７名、ドイツ人６名、中国人１名の

計２４名が参加し、今後の活動について話し合い

ました。この企画の発端は、４月の全国総会に併

せて行われる「若手会員の集い」です。数年前の

草津の全国総会時から全国の若手が集まり、１年 

間の活動や課題などをお互いに報告してきました。今年は全国を近隣グループ毎に分

けて、共同でできることはないかを相談しました。その際、じっくり話せる場として

関東甲信越グループで提案されたのが今回の合宿です。 

 

 初日のテーマは、「若い人／ドイツ人を集めるにはどう

すればいいか」。全員が意見を出せるよう、まずは４～５

人でグループとなり、その後、全体で検討するという形

をとりました。20 以上ものアイデアが集まり、ネットの

活用、大学への働きかけといったものから、ホームステ

イ希望者の橋渡し、若者担当者の配置、ドイツ人向け日

本語教室、若い人／ドイツ人が興味を持ちそうなイベン

トなどの案が続々と挙げられました。 

 

 ２日目は前日のアイデアを振り返りながら、「では、実

際にどんなことができるか」を具体的に考えていきました。

とくに賛成の声が集まったのが、次の２点です。 

・日本文化体験――ドイツ人も日本人も日本を学ぶ。 

またその派生形として地方バスツアー 

・ドイツ語限定カフェ――気軽にドイツ語を話す場。 

  群馬でも実現に向けて動き出せればと思います。 

 

 合宿では、ミーティングの他にもバーベキューや温泉を

楽しみ、来年は長野での開催という予定もすでに立てまし

た。さまざまな人と出会え、有意義な時間でした。 

 

 最後に、合宿のリーダーとして奔走してくれた東京

のタベアさん、ご協力いただいた東京の協会や全国連

合会、そしてぐんまの会員、また準備中から合宿中に

至るまでご尽力いただいた鈴木会長夫妻にお礼申し上

げます。 

 

 

 

 

[最後にみんな笑顔で再会を約しました] 
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５５５５．．．．ドイツ紀行文ドイツ紀行文ドイツ紀行文ドイツ紀行文    

５－１．５－１．５－１．５－１．緑もえるドイツを訪ねて緑もえるドイツを訪ねて緑もえるドイツを訪ねて緑もえるドイツを訪ねて（田部井欣司 記） 

 

ぐんま日独協会員の３名とフリー１名の計４名は、Halle an der Saale（通称ハレ。

ライプツィヒ北西 35Km）で開催される独日協会連合会の総会に参加する とちぎ日独

協会の９泊１１日の訪独団に同行しました。 

 

一日目（5 月 16 日）：総勢２０人の仲間（Hann Münden

で一名合流）は成田を 5 月 16 日（水）9 時 45 分のフライト

でドイツへと旅立ちました。フランクフルトで国内線に乗り

換え、ライプツィヒからタクシーにて Maritim Hotel Halle 

に 19 時 30 分に到着。Maritim Hotel Halle 泊。Halle には

連続で五泊。 

 

二日目（5 月 17 日）：橋本孝 とちぎ日独協会々長は会合へ。我々はマルクト広場に

ある Händel の銅像や Der Rote Turm（赤い塔）、製塩工場など市内見学をしました。

Der Rote Turm は町の象徴となる建物の一部で、「献身女性教会」の４つの塔ととも

に美しいシルエットを描き、この二つの建物はしばしば「町の５つの塔」と呼ばれて

いるそうだ。Maritim Hotel Halle 泊。 

               

                      

三日目(5 月 18 日)：ハレ市内ツアー。Halloren チョコレート工場を見学。この会社

は 1804 年設立で、今も生産している工場としてはドイツで一番古いということだ。夕

食は Maritim Hotel Halle にて、日本人メンバー中心に中根大使と会食。一時間十分

に及ぶ大使の挨拶はドイツ語で行われました。Maritim Hotel Halle 泊。 

                   

 

四日目（5 月 19 日）： 橋本会長は独日協会連合会の総会に出席し、我々は Halle の

市内観光に参加。市内の Händel-Haus や Dom などを訪ねる。Freyburg では

Sektkellerei 「ROTKÖPPCHEN」でシャンパンの試飲をした。Händel-Haus はこの

[Halloren 

チョコレート 

工場の売店] 

 
[成田空港に全員集合しました] 

[昔はこうして 

製塩していた] 

[マルクト広場 

の Der Rote Turm] 

[左が中根大使] 
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町に生まれた音楽家ヘンデルの遺産の保護と研究のためにそれまでの各種の活動を一

つにまとめて、2008 年に財団法人化したものだ。 Maritim Hotel Halle 泊。 

                    

 

   

五日目（5 月 20 日）：Dessau の BAUHAUS を見学。

Maritim Hotel Halle 泊。バウハウス（BAUHAUS）は、

1919 年ワイマールに設立された建築および工芸・写真・

デザイン等を教える学校（バウハウスとはドイツ語で「建

築の家」を意味する）。バウハウス校は、1925 年ワイマ

ールからデッサウへと移り、ヴァルター・グロピウスの

デザインによるバウハウス校が 1926 年に落成する。この

建物は今日においても、20 世紀初期における現代建築の

方向を示すものといわれている。 

          

六日目（5 月 21 日）：Bad Soden Allendorf の「リ

ンデンバウムの歌」で有名な [門前の泉] や、Hann 

Münden の Rathaus を見学。 

 

[門前の泉]・・・ツィンベルクにこの街で一番やわら

かい水が湧き出していることから、すでに昔から約

1000m の木製の導管がその水源から南の市門前の泉

まで設けられていた。デッサウ出身の詩人ヴィルヘル

ム・ミュラーは旅の途中で、ここにある菩提樹・泉・

馬留の組み合わせを見て「菩提樹」のインスピレーシ

ョンを得たとされている。シューベルトの作曲で知ら

れ、現在では “Am Brunnen vor dem Tore“（門前の

泉のほとりで）のタイトルで知られている。BioHotel 

Werratal 泊。 

 

七日目（5 月 22 日）：Höxter の市内見学。Polle に移動し、シンデレラのいるお城

を見学後、Weser 川を船で上り村民 180 人という Reileifzen 村に到着。そこでは、社

団法人栃木市観光協会と社団法人ライライフツェン郷土観光協会とで、これまで続い

た友好関係をさらに長期にわたり続ける事を誓う「共同宣言」がおこなわれた。

Reileifzen の民宿泊。 

[Hann Münden の木組の家] 

[Sektkellerei 

ROTKÖPPCHEN] 

         

[Händel-Haus] 

 

 
[正面玄関] 

 

 

[

門
前
の
泉] 

[BAUHAUS ロゴの入った校舎] 
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八日目（5 月 23 日）：ビール工場の Allesheimer（アレスハイマー）を見学。ビール

ビンは最పでも五回は再使用するという。ビール五本とグラスをᡝく。Bielefeld へ移

動。[Bethel ベーテル]着。Hotel Linderhof 泊 

                       

 

日目（5 月 24 日）：[Bethel ベーテル] の学校にて施設見学と説明をཷける。[Bethel

ベーテル] は、ドイツのビーレフェルト市（人ཱྀ 34 人）にある総合⚟♴生活༊。特

ูᨭ学校・⪁人ホーム・各種病院がᒃ୪び、㞀ᐖ者や⪁人をはじめ、あらゆる社会

的にᙅい立場の人々が集まって、約 2,000 種といわれている様々な仕事にᑵきながら

ᨭえあい、りと生きがいを持ちながらᬽらす町です。Hotel Linderhof 泊。 

                

 

十日目（5 月 25 日）：Bielefeld から朝 6 時に、バスにて一㊰フランクフルト空港へ。

三時間༙。仲間三人はさらに旅行を続ける。13 時 50 分機上の人となる。機内泊。 

 

十一日目（5 月 26 日）：成田空港 8 時 30 分着。なつかしの我が家へ高㏿バス・アザ

レア号で向かう。 

 

[感想]・・・すべての行程がバス用だったので、Ⲵ物のᢅいが楽でした。訪問する土

地々々では、メンバーまたは現地の人に説明して頂いてよかったのですが、ドイツ語

なので苦しみました。ᪧ東ドイツからᪧ西ドイツへのᶓの移動でしたが、まだまだ建

物等の違いが㢧ⴭでした。 

[Höxter 市内見学へ] 

 

[ライライフツェンの 

みなさんの出迎え] 

[Allesheimer 

Ⲵ物配送デッキ] 

 

[ビール工場内] 

[Bethel ベーテル 

の学校の先生方] 

 

        [教 会] 
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５－２５－２５－２５－２．．．．パンツァー先生訪問記パンツァー先生訪問記パンツァー先生訪問記パンツァー先生訪問記（高橋ᛅ夫 記） 

 

とちぎ日独協会訪独団に同行した後、一行と分かれて一人旅を続け、Ḣᕞでのᒾ

使⠇団研究第一人者のパンツァー先生を訪問しましたので、その概要をおఏえします。 

 

2012 年 5 月 16 日に成田をたちフランクフルト経由でハレに入った。その後、ライ

ライフツェン・ビーレフェルト・エアフルト・ベルリンを周ってから、5 月 29 日（ⅆ）

にいよいよパンツァー先生訪問先のウィーンに入った。11 時にペーター・パンツァー

先生に会うべくウィーン大学の本館のཷ付に行く。本館の内部はまるで博物館のよう

だった。やがて先生がお見えになり大学のᵓ内を案内してくれた。先生は࣎ン大学名

教ᤵであるばかりでなく、独日協会࣎ン名会長でもある。現在はウィーン大学で

教㠴を取っておりⴭ名な日本研究のᶒጾであり、日本人より日本文化をよくᚚᏑじで

ある。まず、ウィーン大学の由来から。 

 

ヨーロッパでも由緒ある古い大学であり、最初は⚄学、ဴ学㸪法学、医学の４学部

だけだった。後にဴ学から経῭学や物⌮学や数学などがᒎ開された。現在は５人の

学生が世界各地から学んでおり、⫋員も２千人とのこと。先生が学んだ４０年以上昔、

リシャ、エジプト、イランからの留学生が多かったが、現在は中国、ロシア、ブルࢠ

リアからが多いという。ᅗ書館には２ⓒのⶶ書があり、⛥へ本やあらゆる言語࢞

の本があり、学生は自由にᅗ書館を使用できるのは言うまでもない。特にウィーンの

置かれた置からして東Ḣ言語は実している。㜀覧室は天井が高く周ᅖはびっしり

と古いⶶ書でᇙまっており多くの学生が㯲々とຮ強していたが、このような環ቃでは

ຮ強するしかない。ウィーン大学には過去多くのノーベル㈹をཷ㈹した教ᤵたちが出

たのも㢔ける。中庭を建物がᅖんでいるがそこには多くのⴭ名な教ᤵたちの⬚像、例

えば、フロイト、メン࢞ー、ఀ⸨博文に᠇法のアドバイスをしたシュタインなどなど

１００体以上あった。どういうわけか女性の⬚像はなかった。 
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食はูᲷの学生食ᇽでごちそうになる。㔠額のには࣎リュームが多い。時間が

ずれていたせいか学生は多くなかった。食事をしながらᒾ使⠇団についていろいろ

教えて頂く。先生は３０年以上にரって研究しており色々なエピソードを話して頂い

た。面白かったのはドイツഃがケルン大⪷ᇽとエッセンのクルップ社のර器工場見学

を提案するとර器工場を見学に行ったそうである。先生は当時新聞に描かれた使⠇団

のᡙ画を᥈しており、長年᥈してようやく見つけたのはに刀を差したౝが大◙の中

に㢌入れてなき込んでいるというものであった。これを見つけたときは大変うれしか

ったとのことで見せて頂いたが、これほど使⠇団の本㉁を✺いたᡙ画はないと思われ

る。ただ日㟢ᡓதに際してドイツから㉎入した㌷Ⰴは八㞼だけであとはイࢠリスのア

ームストロング社から㉎入したとのこと。そういえば日ⱥ同┕があったのでイࢠリス

もしっかりと経῭的な┈をாཷしたのはいうまでもない。ドイツഃから使⠇団をど

う見ていたかとことについては、幕ᗓが派㐵した文ஂ㐵Ḣ使⠇団いわゆる➉内使⠇団

とᒾ使⠇団の比㍑について説明してくれた。 

 

* ➉内使⠇団（ᚨ川幕ᗓ派㐵 1862 年） 

1. 最初の日本からの使⠇団だった。 

2. 着物、ᖏ刀、㧰なので༳象が強かった。 

 

* ᒾ使⠇団（明ᨻᗓ 1873 年） 

1. ２回目なので༳象がⷧい。 

2. ὒ᭹を着ていた。 

3. 当時ウィーン国博覧会が開催されており、各国のⓚᖇ、㈗᪘が動き回っ

ていたのでその対ᛂにᛁしかったのでニュースバリューがపかった。 

4. ᐓ相であったビスマルクから聞いたⱥิ強との関係についてのプロシャ

の苦労話は公ᘧな話というより、ᐗ会の席でのことを木戸孝ඔが書き留めた

ものらしい。 

5. 回覧実記に書かれている言葉で先生が⩻ヂされた༳象的な言葉があっ

た。”Die grossen Länder sind nicht zu fürchten und die kleinen nicht 

gering zu schätzen.“ （強国をむやみにᜍれず、小国を軽んじない。） ここ

でいう強国とはイࢠリスやフランスであり、小国とはベルࢠーのことだった

らしい。当時ベルࢠーは国土が小さいとはいえ、㔠⼥ᴗ、㕲㗰ᴗで⦾ᰤして

おり国が大きなⱥ国とはูの㐨があるとの認㆑だったようである。 

 

現在ヨーロッパ諸国間で⣮தがないのは᳜民地がなくなったせいではないかと先生

のお話だった。㈗重なఀ⸨博文のⱥ文のシュタインとの手⣬のやりとりのコピーや

2008 年にภ館で開催された回覧実記のᒎ覧会の㈨ᩱも見せて頂いた。尚、ᒾ使⠇団

の㈨ᩱは東京大学に多くṧされているとのこと。このように 11 時から 14 時༙まで長

時間大学の案内とᒾ使⠇団のお話を聞けるのは大変㈗重な時間であった。᭦に、夕

食も一緒にして頂けるということで大感謝である。 
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夕方６時༙になり先生は奥様とᚅち合わせ場所に来られた。奥様は日本人で以前は

日本のၟ社に務されていたとのことだった。市内電㌴に乗り、ベートーヴェンの住

んだハイリࢤンシュタットへ。いうまでもなくここはベートーヴェンがハイリࢤンシ

ュタットの遺書を書き、また田ᅬ交㡪曲を作曲した場所として有名である。これに先

立ちウィーン市内にもあったベートーヴェンの住んだ家も案内して頂いた。当時ᙼの

家からウィーンをᅖむቨの向こうに田⏿や草原がよく見えたとのことであるが、今は

一面の建物である。当時ᙼは不動産屋の間ではいつも家を᥈している⏨として有名だ

ったそうで、市内各所にベートーヴェンハウスがある。場所が多いということは観光

には好㒔合である。 

市内電㌴はᆏを上り終点につくとそこがハイリࢤンシュタットだった。ベートーヴ

ェンの立像の前を通り、ⶬのからまる家を指さしてマーラーの家だったとのことであ

るが、もしかすると隣かもしれないと先生のお話。どっちの家にしても立派なお屋ᩜ

である。２分も歩くとベートーヴェンハウスがあり、その隣がオーストリア㢼ᒃ㓇屋

のホイリࢤで、昔は農家だったとのことだ。屋外のテーブルは大盛況だったが何とか

テーブルを確保できた。まず自家製のⰾ㓨な白ワインを飲む。オーストリアワインは

美味しいのだが、自国ᾘ㈝してしまうため㍺出に回らないのでそれほど有名ではない

とのこと、これこそ地産地ᾘである。自家製の色々な種㢮のソーセージもすこぶる美

味しい。 

白ワインを飲みながら先生はᒾ使⠇団を研究するに至った経過や日本でお㔠のな

かった話、研究の苦労話、2008 年のภ館のᒎ覧会の様子、長年けて集した⛎ⶶの

㈨ᩱも見せて頂きながら楽しい時間はあっという間に過ぎて行った。 

 

 

以前は良く日本に行ったそうであるが今は年に一度になってしまったとのことで

ある。⤖局今日は先生に一日中お世話になったしまった。Pantzer 先生ありがとうご

ざいました。 
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６６６６．．．．２８年間のドイツ生活を振り返って２８年間のドイツ生活を振り返って２８年間のドイツ生活を振り返って２８年間のドイツ生活を振り返って（吉田博文 FM 群馬インタビュー）    

 

（１）࠙ ドイツに行くことになったきっかけࠚ 

ドイツで 28 年間ピアノの調律ᖌとして働き、3 年前に帰国しました。そもそも、な

ドイツに渡ろうとしたのか、というとまずドイツに行く前にࡐ 2 㐌間くらいヨーロッ

パ旅行をしたのですが、その 2 㐌間の間で「絶対にヨーロッパに住んでᬽらしてみな

ければいけない」と思ったんです。当時すでにピアノ関係の仕事をしていたので、ど

うやったらドイツで仕事をしながらᬽらしていけるかということを考えて、3~4 年後

に行けるように準備をしたのです。そして 1981 年にドイツに行くチャンスをもらえま

した。どうやったかというと、手当たり次第にⱥ語で手⣬を書いて㞠ってもらえない

かと㢗み続けたヂです。その⤖果、シンメルという会社から㞠うという返事がもらえ

たのです。ということで、ブラウンシュヴァイクという北ドイツの町にᬽらすことに

なりました。どういう町かというと、ハノーファーという大きな町の近くにあって、

東西ドイツに分していた時代に東ドイツに近い地⌮関係にありました。現在、人ཱྀ

は 25 人くらいでドイツの中では決して小さな町ではありません。住み始めた頃の༳

象は、「あっ、外国人ばかりだ！」なんて、実は自分が外国人なのですが。それから建

物が違いますね。でも、生活環ቃや生活の方㔪などは⤖ᵓ日本とドイツはఝていて、

すごく⁐けこみやすくすぐに័れました。行く前は 3 年したらまた日本に帰ってこ

ようと思っていたのですが、なんだかんだ 30 年近くになってしまいました。それだけ

⫙に㥆ᰁんだ住みやすいところだったのでしょう。 

（２）࠙ ドイツ再統一のころの思い出ࠚ 

ドイツに行った頃はまだ東西ドイツに分かれていた時で、東ドイツの近くに住んで

いたことをうまく用して、時々東ドイツに旅行をしていました。西ドイツの人が東

に行くときには 3 ࣨ月前から申ㄳを出し、チྍがでてから東に行くことができました

が、東ドイツの人が西に行くことはまずできなかったのです。そして日本人の場合は

というと、旅行者として⡆༢に入っていけたのです。それで⚾はライプツィヒとかド

レスデンなどいろんなところを旅行してきました。東は当時、㈋しい国で材ᩱが手に

入らなかったのです。例えば、家を┤すにあたってሬᩱ・⎰・コンクリート・ブロッ

クなどがいつも足りなくて、㔠は持っているのに材ᩱが㈙えなく、屋根に✰が開いて

いるとか、ሬされていなくて暗い色の家がたくさんありました。それが統一された

今はࡐんࡐん違うんです。ቨがᔂれた⩣日に東から西へ沢山の人が入ってきました。

検問所のところで、家᪘で西ドイツの人々と一緒に東の人々を出迎えに行ったり、い

ろいろ経験をさせてもらいました。あんな早くあんな形で西と東が一緒になるなんて

西ドイツの人々はほとんど想像しませんでした。本当に画期的なことだったのです。

統一する༙年くらい前から東の人たちが西に入ってきました。⚾が働いていた工場に

も東の人が働いたりする流れはあったのですが、統一することまでは考えられません

でした。 

（３）࠙ 音楽に関してのドイツと日本の比㍑ࠚ 

ドイツ語ᅪ内ではバッハ、ヘンデル、ハイドン、ベートーベン、モーツアルト、ワ

ーグナーなど大音楽家が㍮出していますね。今でも音楽をຮ強する人はドイツに行く
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という流れがあります。ピアノなど高౯なものはドイツが生産の中心になっています。

しかし、一般家庭には日本ほどピアノは置いていないんです。ピアノを習っているお

子さんも意外に少ないんです。音楽のᤵᴗが㑅ᢥ科目になっている学校もあるような

≧ែなのです。⚾の娘は音楽か美術かの㑅ᢥで美術を取ったんです。家でその⌮由を

聞いて見ると「家に帰れば家でピアノを弾けるから、学校では美術をならいたかった」

ということでした。音楽のᤵᴗに関しては、ドイツは日本ほど力を入れていないとこ

ろもあるんです。一方、プロに関しては音楽の国だけあって、世界中から音楽学生と

か音楽家が集まってきてますから、聴くということに関してはいいものをᏳくいっࡥ

い聴くことが出来ます。オル࢞ンを聴きたければ教会に行くとどこでもすばらしいオ

ル࢞ンを聴くことができるし、練習したい人はどんどん練習されてくれるんです。ま

た、いろいろな町にオペラ場があります。㐠Ⴀも大変なのですが、国がᨭえてくれ

ているんです。ですからオペラ㚷㈹は 2 千、3 千から観ることができるんです。

日本だと、2 、3 となるのですが・・。ドイツではオペラのほかには、ⱥ語の

音楽が多いのです。シャンソンやカンツォーネなどもよく聴くことができます。ドイ

ツ人は日本文化にとても興味があって日本古来のᰂ㐨・㐨などは日本よりも盛んか

も知れません。 

（４）࠙ 教⫱の違いࠚ 

ドイツはのんびりゆったりしている感じで、学校はおごろに終わってしまい、「も

う帰ってきているのか」と言う感じです。宿題もほとんど出ません。小学 6 年生ぐら

いまで、このような調子なんです。ということで、時間にゆとりがあるものですから、

いろいろなことを学べるのです。女の子だと乗馬なんかが人気があるんです。ሿには

ほとんど行きません。日本と大きく␗なるのは、大学に入るのに入学試験はなく、高

校༞ᴗ後の1年間準備期間があって、その1年間の成⦼を大学に送って㑅ばれるので、

一発勝㈇というのはないんです。大学に入ってからはຮ強します。大学で㐟んでいる

と༞ᴗできなくなり、7 年生とか 8 年生がいっࡥいでてくるんです。 

（５）࠙ 近所つきあいࠚ 

自分の家は自分で┤すんです。⚾は古い家を㈙って回りの水㊰はブルドーザーを

借りて自分で┤しました。ቨのሬりなおし、電気の配線、水㐨の配管、ᬮᡣの配管な

どもしましたが、はじめはわからないので近所のおじさんに教わるんです。まずおじ

さんのところに手ఏいに行って、そこで覚えてしまうんです。 

（６）࠙ 食事ࠚ 

ドイツと言うとなんといってもソーセージ、ビールですね。いろいろな種㢮がある

のでࡦࡐ楽しんでください。たとえばソーセージはケリーブルストといってインビス

など立ち食いが出来るところでカレー味のソーセージなども試してみるといいです。

おいしいものからしょっࡥいものなどいろいろな味を経験できますよ。 

 

（* 事務局註：2012 年 3 月に 3 回にரって FM 群馬でᨺ送されたインタビューを FM 群

馬のご好意によりハイマートへの掲載をチྍしていただきました。） 
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７．７．７．７．高校高校高校高校ドイツドイツドイツドイツ留学留学留学留学体験記体験記体験記体験記（高橋⋹好 記） 

 

2011 年ኟから約 1 年間、⚾は YFU という国際交流財団の高校交換留学プログラム

に参加し、ドイツで過ごした。⚾が高校留学を決めた⌮由は、ただ༢にサッカーが好

きだったから。本場のサッカーを１年通して見て、生活とスポーツの⤖びつきを⫙で

感じたかったからだ。 

 

現地に行って始めの１ࣨ月は、日本人同士での語学研ಟがあった。場所は 

Hildesheim という Hannover の南 30Km に置する人ཱྀ１０人の㒔市だ。まだド

イツ語ができず、不Ᏻでいっࡥいだった⚾はこの仲間たちと連⤡を取り合ったりして

㝶分とᨭえられた。 

 

その後、1 年を過ごす予定の家᪘のいる Jena という

街に移動し、⚾の本᱁的な留学生活が始まった。Jena 

とはドイツのちょうど真ん中にあるチューリンࢤンᕞ

にᒓしている。᳃が㇏富で地⌮的にはちょうど日本に

おける群馬県にఝ通っている。Jena のホストファミリ

ーは教会で働いている人で、毎㐌ᮎ教会に行った。教

会に来る人たちはとても親切で⚾に色々声をかけてく

れた。また、毎㐌水曜日には子供たちが集まって༟⌫

をして一緒に夕食を食べたりした。日本にいるときは

᐀教のことを考えることは全くなかったが、キリスト 

教の生活を初めて体験することができた。 

 

⚾はチューリンࢤンᕞの独日協会会長のReinhard

さんの⤂してくれたࢠムナジウムの 10年生となり、

毎日㊰面電㌴で通った。クラスは 18 人のとても小さ

な演クラスだった。先生も友㐩もとても親切で、ま

だドイツ語の分からない⚾にⱥ語で色々説明してく

れたりした。校外学習などもたくさんあり、映画を作

ったことや強ไ容所に行ったことは今でも忘れら

れない㈗重な思い出だ。ṧ念であったが、≟の苦手な⚾はホストチェンジをすること

にして、再び Hildesheim にᡠることになった。Jena は自↛の多いとても⥡㯇な街

で、6 月にまた友㐩やホストファミリーにまた会うことができた。 

 

Hildesheim の学校は世界遺産のミヒャエレス教会の隣

にあった。Jena の学校よりも大きくて、あまり面倒みがよ

いとは言えなかった。⚾の楽しみは学校からᨺ課後のクラ

ブ活動、㐌ᮎのサッカー観ᡓに変わった。学校がとてもは

やく終わるので、⚾はᨺ課後サッカー、ラグビー、アメフ
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トをしていた。街にはいくつかのスポーツクラブがあ

り毎月お㔠をᡶって色々な➇技をすることができるよ

うになっている仕組みのようだった。日本のような部

活動はほとんどなく家᪘でそういったクラブに入って

いる人が多かったように思う。そこで毎日 2 時間ほど

仲間たちと体を動かした。チームスポーツを㑅んだ⚾

はᚲ↛的に言葉がᚲ要なヂで・・・最初はとても苦労

したが、周りのフォローもあり言葉のቨを乗り越える

ことができた。 

 

㐌ᮎはブンデスリー࢞の試合を見るため、ドイ

ツの色々なところに行った。ちょうど日本人㑅手

が活㌍していたこともあり、ドイツ人のファンの

方々も⚾たちをᬮかく迎え入れてくれた。ビール

をかぶったり皆でわいわいᛂ歌を歌ったり、本

当に本当に楽しかった。 

 

 

また、ホストファミリーと一緒に日本食をつくっ

たりして、自分なりに日本の文化をఏえてきたつも

りだ。Ḣᕞ人は㨶を食べられないという先入観があ

ったが、全員がそういうわけでもないことが分かっ

た。人気だったのはお好み↝き。これは日本のピザ

なんだと言ったら、自分たちでも具をトッピングし

てまた作ってみると言ってもらえた。自分の国に興

味を持ってもらえることのᎰしさを感じた。 

 

 

自分の知らない世界を見て感じたり考えたりできて本当に実した 1 年だったと思

う。日本と違ったゆっくりとした時の流れはとても心地よかった。ゆっくりはしてい

るけれどそれࡒれが自分のやりたいことを自分自身で見つけ、自ᕫ㈐௵の元において

やっているなという༳象をཷけた。最初はサッカーのことしか㢌になかったが、沢山

の人にຓけられて今無事日本に帰ってくることができた。また、人と人とのつながり

について改めて考えるいい機会となった。もちろんドイツだけではなく、日本におい

ても。 

 
࠙香川真司㑅手と！こんなチャンスもࠚ 

 
࠙ブンデスリー࢞観ᡓࠚ 

࠙ホストファミリーとの団ḗࠚ 


